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中
学
校
の
昼
食
斡
旋
事
業

（
あ
っ
せ
ん
弁
当
）に
は
約
１
５

０
０
万
円
の
費
用
を
使
っ
て
い

ま
す
。
約
５
千
人
い
る
中
学
生

の
う
ち
、
１
日
の
平
均
利
用
数

は
一
昨
年
　
・
６
食
、
昨
年
度

９０

　
・
３
食
、
今
年
度
（
４
月
・

５０５
月
）
は
　
・
８
食
で
、
０
・

３６

対
し
て
、
党
議
員
は
「
昼
食
斡

旋
事
業
は
破
た
ん
を
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
も
中
学
校
給
食
の
実

施
を
」
と
温
か
く
て
美
味
し
い

給
食
の
導
入
を
要
求
を
し
ま
し

た
。

７
％
の
利
用
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
学
校
給
食
は
全
国
８
割
以

上
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
、
長

岡
京
市
や
八
幡
市
な
ど
で
も
導

入
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
っ
せ
ん
弁
当
の
普
及
を
第

一
の
目
標
と
し
て
中
学
校
給
食

の
実
施
に
踏
み
出
さ
な
い
市
に

あ
っ
せ
ん
弁
当
利
用
は
全
校
で
１
日

あ
っ
せ
ん
弁
当
利
用
は
全
校
で
１
日
　
食食
３６３６

温
か
く
美
味
し
い
中
学
校
給
食
の
実
現

温
か
く
美
味
し
い
中
学
校
給
食
の
実
現
をを

　
御
蔵
山
小
の
グ
ラ
ン
ド
に
は

南
端
と
北
端
で
１
ｍ
も
高
低
差

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
雨

が
降
る
と
川
の
様
に
流
れ
が
で

き
て
、
川
の
跡
が
溝
に
な
り
、

グ
ラ
ン
ド
使
用
時
に
子
ど
も
た

置
し
た
ま
ま
で
、
早
急
な
安
全

対
策
が
必
要
で
す
。

　
党
議
員
は
、
子
ど
も
達
の
安

全
な
学
校
生
活
を
保
障
す
る
た

ち
に
と
っ
て
危
険
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
教
委
は
放

グ
ラ
ン
ド
の
高
低
差
１ｍ

改
修
を
早
急
に

　
党
議
員
の
「
Ｇ
Ｉ
法
（
地
理

的
表
示
法
）
の
活
用
、
具
体
化

を
早
期
に
す
る
べ
き
」
と
の
質

問
に
市
は
「
市
内
産
宇
治
茶
の

登
録
申
請
に
つ
い
て
、
茶
業
関

係
団
体
の
ご
意
向
を
踏
ま
え
、

市
内
産
宇
治
茶
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

米
価
下
落
対
策
を

　
党
議
員
の
米
価
下
落
の
実
情

と
対
策
に
つ
い
て
の
追
及
に
対

し
市
は
「
　
年
度
産
米
は
全
銘

２６

柄
平
均
価
格
で
対
前
年
度
比
　８３

%
に
な
っ
て
お
り
、
本
市
農
家

も
影
響
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
な
ど
と

話
し
合
う
中
で
、
宇
治
市
産
米

を
初
め
と
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
つ
い
て
研
究
し
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
宇
治
市
産
お
茶
」の

　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
登
録
を

答
え
ま
し
た
。

　
党
議
員
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の

設
置
、
改
札
の
段
差
解
消
、
多

目
的
ト
イ
レ
、
聴
覚
障
害
者
の

　
Ｊ
Ｒ
木
幡
駅
、
黄
檗
駅
な

ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
構
想

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
党
議
員
の
質
問

に
、
今
年
度
に
木

幡
駅
周
辺
地
区
の

基
本
構
想
を
作
成
し
、
そ
の

次
に
黄
檗
駅
に
取
り
組
む
と

　
今
年
は
日
本
の
無
条
件
降

伏
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
争
が
終
結
し
て
　
年
の
節

７０

目
の
年
で
す
。
党
議
員
の

「
こ
の
戦

争
に
つ
い

て
ど
の
よ

う
な
認
識

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
侵
略

戦
争
で
あ
っ
て
、
間
違
っ
た

戦
争
と
の
認
識
を
持
っ
て
い

る
の
か
」
と
の
質
問
に
、
市

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
戦

争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
後
世

に
伝
え
る
こ
と
が
今
を
生
き

る
私
た
ち

の
責
務
と

考
え
る
」

と
答
え
、

「
侵
略
戦
争
で
あ
っ
て
、
間

違
っ
た
戦
争
と
の
認
識
か
」

と
の
質
問
に
は
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

長
は
「
今
、
私
た
ち
が
享
受
し

て
い
る
平
和
と
繁
栄
は
、
多
く

の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
村
山
談
話
、
小
泉
談
話
に

つ
い
て
は
十
分
に
理
解
し
て
い

る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
二
度

と
戦
争
の
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ

　
天
ヶ
瀬
ダ
ム
の
導
水
路
（
ト

ン
ネ
ル
）
工
事
で
、
掘
削
さ
れ

天
ヶ
瀬
ダ
ム
工
事

天
ヶ
瀬
ダ
ム
工
事
でで
ヒ
素
ヒ
素

白
川
に
仮
置
き

　
白
川
に
仮
置
き
場場

市
長
の
戦
争
認
識
は

た
岩
石
か
ら
、
土
壌
汚
染
対
策

法
に
基
づ
く
規
準
値
を
超
過
す

る
ヒ
素
・
鉛
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
ヒ
素
を
含
む
岩
石
は
全
体

の
４
分
の
１
を
占
め
、
最
大
で

基
準
値
の
　
倍
に
も
な
り
ま
す
。

３０

　
国
は
、
工
程
と
コ
ス
ト
を
理

由
に
白
川
地
区
に「
仮
置
き
場
」

を
設
置
し
、
地
元
説
明
も
な
し

に
、
６
月
か
ら
搬
入
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
は
「
地
元
説
明
会
を

開
け
」「
健
康
被
害
な
ど
へ
、
市

も
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
べ

き
」
と
追
求
し
ま
し
た
。

た
め
の
文
字
で
の
情
報
伝
達
、

視
覚
障
害
者
の
転
落
防
止
の

柵
、
跨
線
橋
に
屋

根
な
ど
の
実
現
を

要
求
し
ま
し
た
。

市
は
、
検
討
委
員

会
で
議
論
し
て
い
く
と
答
え

ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
な
ど

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

黄
檗
学
園
体
育
館
の
吊
り
天
井

　
　
 　
　
建
築
３
年
で
撤
去
へ

　
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
体
育
館
等
吊
り

天
井
の
落
下
事
故
な
ど
が
起
こ

り
、
２
０
１
３
年
７
月
に
建
築

基
準
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、

同
年
８
月
に
文
科
省
は
２
０
１

５
年
度
ま
で
に
、
天
井
な
ど
の

落
下
防
止
対
策
を
講
じ
る
よ
う

「
通
知
」
し
ま
し
た
。

　
市
教
委
は
、
２
０
１
２
年
に

竣
工
し
た
黄
檗
学
園
の
体
育
館

に
吊
り
天
井
が
あ
り
、
改
修
工

事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
と
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
の
「
東
日
本
大
震
災

で
は
体
育
館
等
の
吊
り
天
井
が

落
下
す
る
事
故
が
あ
り
、
そ
の

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、

設
計
な
ど
の
見
直
し
検
討
は
し

た
の
か
」
と
の
指
摘
に
、
市
教

委
は「（
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
）
し
っ
か
り
と
協
議
し
、（
施

行
令
の
改
正
前
の
）
当
時
の
段

階
で
『
こ
れ
で
大
丈
夫
』
と
判

断
し
、
設
計
変
更
な
ど
は
し
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
改
正
が
あ

り
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
。
結

果
的
に
見
通
し
が
甘
か
っ
た
」

と
答
え
ま
し
た
。

水谷　　修（団長）
　総務委員長
宮本　繁夫（幹事）
　文教福祉委員・議会運営委員
山﨑　恭一（副団長）
　市民環境委員・議会運営委員
坂本　ゆう子
　副議長・建設水道委員
渡辺　俊三
　建設水道副委員長
山﨑　たすく
　文教福祉委員
大河　直幸
　総務委員

新しい議会で新しい議会でのの
所属委員所属委員会会

め
、
実
態
を
掴
み
、
大
幅
な
予

算
増
額
と
抜
本
的
な
施
設
の
改

修
整
備
を
求
め
ま
し
た
。

 　法律相談
弁護士さんもこられます

毎月第一金曜日午後２時から
議員団控室

事前に議員にご連絡ください。

無料
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「安保法制」の廃案・撤回を
求める意見書が可決
「安保法制」の「安保法制」の廃案・撤回廃案・撤回を
求める意見書が可決求める意見書が可決
「安保法制」の廃案・撤回を
求める意見書が可決

安倍政権の暴走ストップに全力をあげます

　
宇
治
市
議
会
６
月
定
例
会
（
６
月
　
日
開
会
、
７
月
３

１１

日
閉
会
）
は
、
市
議
選
後
最
初
の
議
会
で
あ
り
、
公
約
と

市
民
要
求
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
国
民
健
康
保
険
料
引
下

げ
条
例
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
予
算
を
削
除
を
す
る
補
正
予

算
修
正
案
な
ど
、
積
極
的
な
議
員
提
案
を
行
い
、
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

　「『
安
保
法
制
案
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
』
の
提
出
を
も
と

め
る
請
願
」
な
ど
、
戦
争
法
案

に
反
対
す
る
２
請
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
請
願
人
が
参
考
人

出
席
し
「
戦
後
　
年
、
憲
法
９

７０

条
を
守
り
抜
い
て
き
た
。
戦
争

を
す
る
国
へ
と
変
え
て
し
ま
う

こ
と
を
絶
対
に
許
せ
な
い
」「
安

保
法
制
の
問
題
点
は
憲
法
違
反

と
い
う
の
が
一
番
大
き
い
」「
法

案
を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
が
か
か
っ
た
問

題
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
本
会

議
で
の
採
決
の
結
果
、
共
産
７

人
、
民
主
６
人
、
無
会
派
３
人

の
賛
成
、
自
民
６
人
、
公
明
５

人
が
反
対
し
、　
対
　
で
賛
成

１６

１１

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国

民
に
番
号
を
割
り
当
て
、
年
金

や
税
金
情
報
な
ど
を
番
号
で
一

元
管
理
す
る
も
の
。
政
府
は
、

医
療
カ
ル
テ
や
預
貯
金
に
ま
で

情
報
連
携
を
拡
大
す
る
方
針
で

す
。
年
金
機
構
の
情
報
流
出
な

ど
も
あ
り
、
個
人
情
報
流
出
の

危
険
が
あ
る
制
度
で
す
。

　
党
議
員
団
の
提
案
に
、
民
主
、
無
会
派
議
員
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
で
は「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
、
そ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
中
小
企
業
支
援
」
を
国
に

求
め
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
の
国
保
料
は
、
給

与
収
入
３
０
０
万
円
の
３
人

世
帯（
　
歳
代
夫
婦
・
子
ど
も

４０

１
人
）
で
、
年
間
　
万
１
４

３８

０
０
円
に
も
な
り
ま
す
。

「
協
会
け
ん
ぽ
」
だ
と
同
世

帯
で
　
万
９
６
０
円
で
す
。

１８

６６月月定例定例会会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
を

高
す
ぎ
る
保
険
料
に
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
団
は
、
３
人
世
帯
で

２
万
円
の
保
険
料
引
下
げ
条
例

を
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

　
保
険
料
引
下
げ
に
必
要
な
財

源
（
保
険
料
収
入
減
少
額
）
は

国
保
料
引
下
げ
条
例
を
提
案

２
億
１
千
万
円
で
す
。

　
自
民
・
民
主
の
議
員
は「
将

来
の
国
保
運
営
が
不
安
定
に

な
る
」
な
ど
と
い
っ
て
反
対

し
ま
し
た
が
、
昨
年
の
黒
字

の
一
部
を
活
用
す
る
だ
け
で

引
下
げ
の
財
源
は
あ
り
ま
す
。

　
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど

が
反
対
し
、
引
下
げ
は
可
決

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
中
止
を

求
め
て
「
補
正
予
算
修

正
案
」「
市
税
条
例
改

正
修
正
案
」を
提
出

　
党
議
員
団
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
に
関
わ
る
部
分
を
削
除
す

る
補
正
予
算
の
修
正
案
を
提

出
。

　
ま
た
、
市
税
条
例
改
正
案

に
対
し
て
は
、
申
請
用
紙
な

ど
へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

を
定
め
た
部
分
を
削
除
し
た

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

両
案
と
も
民
主
・
自
民
・
公

明
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

共
産
党
議
員
団
が
建
設
的
提
案

共
産
党
議
員
団
が
建
設
的
提
案

共
産
党
議
員
団
が
建
設
的
提
案

共
産
党
議
員
団
が
建
設
的
提
案

2009 2013201220112010

6.6.4 億円億円

6.4億円4.3億円 7.2億円

5.5億円

4.7億円

2014

4.8億円

1.7億円

3.8億円
4.8億円

6.4億円

9億円 10.7億円
基金残高
黒字額

黒字が続く国保会計
最
賃
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書
が
可
決

市
民
の
み
な
さ
ん
の

運
動
の
成
果
で
す

　
請
願
の
採
択
を
受
け
、「『
安

保
法
案
』
の
撤
回
・
廃
案
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
。
意
見

書
で
は
、「
国
民
の
理
解
や
合

意
も
な
い
ま
ま
に
進
め
よ
う
と

し
て
お
り
、
立
憲
主
義
に
反
し

た
許
し
が
た
い
暴
挙
で
あ
る
」

と
し
て
、
政
府
に
対
し
て
は
法

案
の
撤
回
を
、
国
会
に
対
し
て

は
廃
案
を
求
め
て
い
ま
す
。
本

会
議
で
請
願
と
同
様
に
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
戦
争
法

案
反
対
の
運
動
と
世
論
の
広
が

り
の
成
果
で
す
。


